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1.  当連盟の概要と活動紹介
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• デジタル空間では現実世界と同様に経済活動が生まれていくことから、仮想空間での経済団体として、日本
デジタル空間経済連盟を2022/4/15に設立

• デジタル空間経済の発展が日本の経済発展に資するよう、政策提言や情報発信、様々な関係団体との対話等
を行う

一般社団法人 日本デジタル空間経済連盟
（Japan Digital Space Economy Federation）名称

2022年4月15日（金）設立日

東京都港区六本木一丁目6番1号 泉ガーデンタワー所在地

業界横断の総合経済団体として、デジタル空間における経済活動を活性化し、
日本経済の健全な発展と豊かな国民生活の実現に寄与すること目的

• デジタル空間経済発展に向けた、課題やニーズなど事業者の意見集約
• 政策提言、報告書の提出
• 政府、国内外の行政団体との対話
• デジタル空間に関わる総合的な情報発信
• デジタル空間上のビジネス検討・実証実験
• 会員交流の場の設定

活動内容

115団体（1月4日時点）会員数

4

1.1   当連盟の概要

日本デジタル空間経済連盟ウェブサイト https://jdsef.or.jp/
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SBIホールディングス株式会社 代表取締役社⾧北尾 吉孝代表理事

役員
（50音順）

イオン株式会社 執行役
事業推進・ブランディング担当尾島 司理事

株式会社日立製作所 研究開発グループ デジタルサービス研
究統括本部 先端 AI イノベーションセンタ 主管研究⾧

博士（工学）
影広 達彦理事

株式会社ミンカブ・ジ・インフォノイド
取締役副社⾧兼COO齋藤 正勝理事

セガサミーホールディングス株式会社 常務執行役員高橋 真理事

株式会社野村総合研究所 経営役 コンサルティング事業本部
副本部⾧ 兼 金融 IT イノベーション事業本部副本部⾧鳩宿 潤二理事

野村ホールディングス株式会社 執行役員沼田 薫理事

アンダーソン・毛利・友常法律事務所 パートナー河合 健監事

LunaTone Inc. Founder/CEO（元KPMGコンサルティング）Hyun Baro
（ヒョン バロ）監事

1.2   役員
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金融

保険

通信インフラ

小売

重工業

コンサル・士業

業界団体 自治体
弁護士

不動産・建設

アマゾンウェブサービスジャパン合同会社

一般社団法人CiP協議会

株式会社CoinPost

SBINFT株式会社

一般社団法人Metaverse Japan

日本マイクロソフト株式会社

デロイトトーマツ税理士法人

株式会社 ⾧大

製造

川崎重工業株式会社

吉本興業ホールディングス株式会社

プラットフォーム

monoAI technology株式会社
サービス

カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社

株式会社Macbee Planet銀行

株式会社三井住友フィナンシャルグループ

証券

広告

株式会社ベクトル

TMT

クラウドITサービス

ゲーム

会計・税務・コンサル

エンタメ

会員営業資料
より抜粋1.3 会員企業（2024年1月4日時点：115団体）
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海
外
企
業
・
自
治
体
等

• web3（特定の管理者がいない、ブロックチェーン技術によって実現した分散型インターネット）は、デジタ
ル空間の構成要素の一つであるが、web3を活用することで、デジタル空間における経済活動を活性化させる
ことが出来ると考え、活動・検討の射程に入れている

独立したデジタル空間

活用により、デジタル空間における経済活動のさらなる活性化が期待できる

物理空間とのやり取りを行うデジタル空間

物理空間とのインタラクションを伴わないデジタル空間。身体的制約から解放され、没
入可能。
e.g. ゲーム、観光地、美術館、その他

物理空間と単方向のやり取りを行う
デジタル空間。
e.g.
• デジタルオブジェクトの投影を活

用した商品最適配置の模索
• 現実空間の自作品のUGC化

物理空間と双方向のやり取りを行う
デジタル空間。
e.g.
• 物理空間の情報を反映したデジタ

ル空間の活用（デジタルツイン）

単方向
（物理⇒デジタルor物理⇐デジタル）

双方向
（物理⇔デジタル）

デ
ジ
タ
ル
空
間

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ-1 Ⅱ-2

w
eb3

VR 3D

AR MR

DeFi

GameFi

DIDNFT

AI

ユーティリティトークン

DAO ・・・

活
動・
検
討
の
射
程

7

暗号資産

国
内
企
業
・
自
治
体
等

連携

国内に留まらず、
グローバルに展開し、
活動・検討を進める

会員営業資料
より抜粋1.4 当連盟の活動・検討の射程
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1.5 活動紹介

• 当連盟のこれまでの主な活動内容は、以下の通りです。

• 本日は「メタバース・リテラシー検討委員会」について、ご説明いたします。

詳細タイトル活動内容

• 対面、オンラインによる会員企業向け勉強会
• 2023年12月 「メタバースにおける知的財産法の最新動向～著作権法を中心に～」

（早稲田大学 上野教授）、「歯科医療におけるVR/AR技術～裸眼3D立体視テクノ
ロジー」など」（神奈川歯科大学 板宮教授）など

• 会員勉強会月次活動

• 対面、オンラインによる、会員企業同士が交流
• 2023年 6月社員総会など

• 会員交流会

• 当連盟主催、対面型大規模イベント（スポンサー企業、当連盟特別講演など）
• 2023年2月 Digital Space Conference2023

• Digital Space Conference*年次活動

• デジタル空間における店舗運営（銀行、証券、保険）のPoC
• 2023年7月 「デジタル空間上での仮想店舗運営に向けた実証実験報告書」公表

• アバターアドバイザーWGワーキンググループ
プロジェクトチーム

• デジタル空間における業務実施環境整備、および生産性向上に向けた施策検討、
労務管理の実施のPoC

• 2023年8月 「デジタル空間上の仮想オフィス導入に向けた実証実験報告書」公表

• バーチャルワークPT

• デジタル空間における商品販売や店舗運営（小売）のPoC• バーチャルモールPT

• 都市やビルなどのリアルアセットのデジタル化、活用方法などを検討• インダストリアルメタバースPT

• デジタル空間上でのビジネス発展に向けて、会員企業が抱える課題を抽出し、専門
家と議論

• 2022年11月 「デジタル空間の発展に向けた報告書」公表

• デジタル空間の発展に向けた報告書報告書

• 当連盟員企業、学識者、弁護士のほか、ユーザー、クリエイターなどを委員とし、メタ
バースがサステナブルに発展するために必要となる取組みについて議論

• 2024年1月 「メタバース・リテラシー・ガイドブック」公表

• メタバース・リテラシー検討委員会検討委員会

* Digital Space Conference2024は、2月22日（木） 虎ノ門ヒルズフォーラムで実施。 （事前申込により参加費無料）

プログラム詳細： https://jdsef.eventos.tokyo/web/portal/790/event/8446
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2. メタバース・リテラシー検討委員会
「メタバース・リテラシー・ガイドブック」のご紹介



©2024 Japan Digital Space Economy Federation All Rights Reserved. 10

2.1 メタバース・リテラシー検討委員会設置の背景

• 当連盟では、デジタル空間上でのビジネス発展に向けて、会員企業が抱える課題を抽出し、専門家と議論を重ね『デ
ジタル空間の発展に向けた報告書』を作成、公表しました。

• 有識者等で構成される委員会を設立し、適切な業界ガイドライン作成等の環境整備を行うことが必要と考えられます。

• 本報告書は、弊連盟の会員企業が抱える課題や今後顕在化するであろう課題を抽出し、弁護士、
公認会計士、 大学教授等の専門家と議論することで、それに対する対応方針をまとめたもの

• 各パートの共通事項として、適切な業界ガイドライン等の発信を行うことで、 課題の解決・理解の醸
成を図る方針が示された

 現在黎明期であるメタバースビジネスがサステナブルに発展するためには、国が主体となって進める法整備（ハードロー）の
手前である、指針（ソフトロー）の整備を、業界横断の総合経済団体として整備・発信することにより、メタバースビジネスの健
全な発展に向けて必要な環境整備を進めることが重要

 環境整備を進めるにあたっては、当連盟だけではなく、会員企業のほか、学識者、弁護士、メタバース業界における著名
ユーザーやクリエイター、プラットフォーマーなどの有識者から助言が必要不可欠

 作成・公表することが目的にならず、広く賛同いただける指針（ソフトロー）を作成するためには、有識者との十分な議論が必
要

指針の策定＝メタバース・リテラシー検討委員会の設置
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2.2 メタバース・リテラシー検討委員会（ *顧問、会員企業より選出。50音順）

山本 龍彦
慶應義塾大学大学院法務研究科 教授
慶應義塾大学グローバルリサーチインス
ティテュート（KGRI）副所長

【座長】*

池田 準
バンダイナムコエンターテインメント
執行役員 経営推進室 室長

【委員】*

河合 健
アンダーソン・毛利・友常 法律事務所
外国法共同事業 パートナー

【委員】*

成原 慧
九州大学法学研究院 准教授

【委員】

バーチャル美少女ねむ
メタバース文化エバンジェリスト/ VTuber
/ 作家

【委員】

原田 伸一朗
静岡大学学術院情報学領域 教授

【委員】

VR蕎麦屋タナベ
株式会社タナベ 代表取締役社長

【委員】

本城 嘉太郎
monoAI technology株式会社
代表取締役社長

【委員】*

水瀬 ゆず
一般社団法人プレプラ 代表理事

【委員】

吉村 慧
NRIセキュアテクノロジーズ株式会社
戦略ITイノベーション事業本部
デジタルビジネス開発部長

【委員】*
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2.3 メタバースビジネス発展の課題と対応

• メタバースビジネスの発展の課題は多岐にわたりますが、その大きな課題の一つとして、認知率と利用率（ユーザー）
の乖離があります。

• また急速なメタバースビジネスの普及は、アジャイルガバナンスに陥る可能性が否定できません。メタバースに関わる
全てのステークホルダーに、一定の知識や倫理観などのメタバースリテラシーの向上が求められます。

83%が認知しているが、
実際の利用者は5%程度

メタバース利用数
の拡大が必要

• 会員企業・関連団体との会話の中で、メタバースビジネスに
ついてのリスク評価等社内で十分に行えておらず、メタ
バースへの参入に向けた社内調整等のハードルが高いと
の意見

• 企業がメタバースへ参入するための一助となる材料（設計
方針やリスク評価等）が不足しており、参入に時間がかか
ることも課題

課題1. 認知率と利用率の乖離

課題2． ガバナンス態勢整備

出所）三菱総合研究所、https://www.mri.co.jp/knowledge/column/20230330.html

全てのステークホルダーに対し、一定の知識や倫
理観などのメタバースリテラシーの向上が必要

対応

対応
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2.4 メタバース・リテラシー・ガイドブック作成の目的

• メタバース・リテラシー・ガイドブックは、デジタル空間独自の文化、アイデンティティを尊重し、今後デジタル空間で経
済活動を行う企業・人々を支える取り組みを示した、ナビのようなものです。

• 信頼できるサービスの設計や、ユーザー数増加に寄与するために必要な項目をガイドブックとしてまとめ、メタバース
リテラシーを向上させ、メタバースビジネスをサステナブルに発展させることを目的とします。

プラットフォーマー

メタバース活用企業

ユーザー

クリエイター

デバイスメーカー

・・・

メタバース・
リテラシー・
ガイドブック

理想の
デジタル空間

ガイドライン的
利用

教科書的
利用

 サービス設計指針としての価値

サービス事業者は、適切なサービス設計を行うことにより、ユーザーが安心してサービスを利用できる環境づくりに寄与

 教科書としての価値

ユーザーは、本スタンダードを読み込むことで、メタバース独自の文化やリスク、注意事項等を事前に把握し参加することが可能

生み出す価値

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
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メタバース版のSDGsを想定
• 「共通目標」や「道しるべ」としての役割を果たして

おり、イメージが近い。

• 踏襲する意図はなく、あくまでイメージ。

2.5 メタバース・リテラシー・ガイドブックの位置づけ

• 全てのステークホルダーを対象とし、ご賛同いただける方によって、広く世間で利用されることを目指します。

• メタバース・リテラシー・ガイドブックは、ソフトローの位置づけとして、法的拘束力や会員企業に対する強制力はなく、
国内の主要企業が集まる総合経済団体として、メタバース版SDGｓのような利用を理想としています。

強
制
力・
拘
束
力

強

規範

規約
ガイドライン

法令

• 金融商品取引法
• 資金決済法
• 著作権法 等

• 利用規約
• 自主規制ルール
• ガイドライン 等

• 企業の行動規範
• 道徳
• 倫理 等

メタバース・リテラシー・ガイドブック
の位置づけ  メタバースの理想の姿や、

ステークホルダーの行動規範を示す。

 法的拘束力を持たない。

 自主規制ルールとしての厳格な運用
（審査や認定の付与）は実施しない。

目
指
す
イ
メ
ー
ジ

概
要

弱

 法令、諸規則、ガイドラインの改定、作成については、関係当局が主体となって現在進められています

 当連盟では国内の主要な企業が集まる総合経済団体として、ソフトローの位置づけの成果物を作成

 イノベーションを阻害しないように十分注意しつつ、適切な自己抑制的な要素も含め、メタバースがユーザー・企業双方
から信頼されるサステナブルなサービスになるための指針を目指します

14
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2.6 「メタバース・リテラシー・ガイドブック」特設ウェブサイト

• ガイドブック公表に合わせて、特設ウェブサイトをオープンしました。

• ガイドブックやロゴ、ロゴガイドラインのほか、メタバース・リテラシー検討委員会のこれまでの活動実績が掲載されて
います。

15

https://jdsef.or.jp/metaverse_literacy_guidebook
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2.7 90秒でわかる！メタバース・リテラシー・ガイドブックの概要

• ガイドブックの概要を90秒の動画にまとめました。

• ガイドブック特設ウェブサイトやYouTubeで公開されています。ぜひ、一緒にご覧ください。

https://youtu.be/yC7_FLWEUvE

16

https://youtu.be/yC7_FLWEUvE
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2.8 ガイドブックの概要

• ガイドブックは、メタバースを利用する全てのユーザー、事業者を対象としています。特に、初心者ユーザーの役に立
つよう、構造や記載内容が工夫されています。

• ガイドブックは2種類、ユーザー向けと事業者向けがあります。事業者向けは、ユーザー向けの内容に、事業者向けア
ドバイスが追加された内容となっています。

• ガイドブックは、10個のテーマから構成されています。ユーザーが実際にメタバースを利用する際に経験するステップ
に沿って、時系列に記載されています。10 個のテーマをすべて読み終わると、メタバースを利用する際に知っておき
たいポイントが体系的にわかる仕組みとなっています。

17
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2.9 ガイドブックの構造とこだわり

• ガイドブックは、3層構造となっています。1層目は大項目として、スローガンが記載されています。2層目はファクトとし
て、実際にメタバースで行われていることなどが記載されています。3層目はユーザー向けアドバイスとして、初心者
ユーザーがメタバースを利用する際のアドバイスが記載されています。

• 事業者向けアドバイスは、ユーザーが安心してメタバースを利用できるようにするために、事業者がどのような対応を
検討できるか、考えられる対応策を記載しています。

• 各テーマに沿ったイラストが描かれており、テーマ、大項目、イラストを眺めるだけで各テーマに何が書かれているの
かざっくりとイメージできるデザインとなっています。

テーマ
ロゴ

テーマ

1層目
大項目

２層目
ファクト

３層目

ユーザー向け
アドバイス

イラストを用いた具体的
な事例で、メタバース独
自の文化やリスク、注意
事項等を事前に把握で
き、ユーザー数の増加に
寄与できる、メタバース
を使ってみたいと思える
ガイドブックを目指します。

法的拘束力
や強制力は
なく、考えら
れる対応策
を記載

18
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2.10 ガイドブックのロゴと賛同表明

• ガイドブックには、総称ロゴと、テーマロゴがあります。

• 総称ロゴは、メタバースの M と V をモチーフとして、各テーマが手を繋ぎ理想のメタバースを作り上げていくことをイ
メージしたデザインです。ベースカラーの緑や青は多様性や信頼などを表現しています。10 個のテーマロゴは、各
テーマの伝えたいことをイメージしたデザインとなっておりテーマ別にカラーは異なります。

• ユーザー、事業者問わず、ガイドブック全てにご賛同される方は総称ロゴを、各テーマにご賛同される方はそのテーマ
ロゴを、ご自身の SNS やウェブサイトに掲載してご利用いただけます。別途定められたロゴガイドラインに基づいてご
利用ください。

19

総称ロゴ テーマロゴ

メタバース・リテラシー・ガイドブック全てに賛同の場合 メタバース・リテラシー・ガイドブック一部に賛同の場合

（例）
ガイドブック全てに
賛同の場合

（例）
０４．カルチャー
０５．セキュリティ
０６．プライバシー
０７．クリエイティブ
賛同の場合
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3.  「民主的価値に基づく原則等の例」への意見
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3.1 「民主的価値に基づく原則等の例」に対する意見

• 「民主的価値に基づく原則等の例」とガイドブックは、概ね内容が一致しています。

• 以下の点については、メタバース・リテラシー検討委員会での議論、会員企業との対話を通じて、ガイドブックでの記
載で難しかった内容であり、このような観点も踏まえてご検討いただけますと幸いです。

「民主的価値に基づく原則等の例」に対する意見

• 事業者に対して何ができて、何ができないのか、メタバースビジネスの発展、イノベーションを
妨げない範囲での一定の指針

• 生体情報の取得、使用、管理に対する観点

• ユーザーの身体への影響について医学的な観点

21
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3.2 メタバース・リテラシー検討委員会での意見

• 当初ガイドブックの素案としてあった、「技術・教育」、「社会課題」、「青少年育成」は、今回のガイドブックが初心者
ユーザーを対象に作成されたこともあり、テーマの採用を見送りました。

• 生体情報については、ユーザー情報の組み合わせ次第では、特に重要な情報となる意見で一致しました。

• 他方で、使用用途の透明化については、現時点で規制されるとイノベーションを損なう恐れもあるといった慎重な意見
が出されました。

• 医学的な知見に基づくアドバイスについては、専門家がいないことから記載を見送りました。

委員意見

• 今回は初心者ユーザーを対象にしてガイドブックを作成するため、初心者ユーザーに直接関係のない「技術・教
育」、「社会課題」、「青少年育成」は対象としない。

メタバース・リテラシー
検討委員会

• 事業者向けアドバイスのうち、テーマ「プライバシー」の生体情報については、現行の個人情報保護法の対象に
ならない部分もあり、メタバース特有の内容になるので、もっと踏み込んで書いた方がいい。

• 生体情報の使用用途の透明化について、規制されるとイノベーションを損なわれる恐れがあるため、現時点で記
載することに対しては対抗がある。

• テーマ「健康」のVRゴーグル酔いについて、検討委員会に医師など医学的知見を持った専門家がいないことから、
医学的なアドバイス（酔い止めを飲むこと）について記載は見送り。

22
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3.3 会員企業の意見

• ガイドブック作成前および、ガイドブック（案）会員企業向け意見募集時に寄せられた意見は、以下の通りです。

• 黎明期において、ルールメイクが先行することを危惧する一方、ガイドラインなどである程度の指針があることで、事
業者として安心してサービス展開ができるという意見がありました。

• 会員企業間、企業内部においても、メタバースの知識レベルのばらつきが大きいこともわかりました。

意見属性

• メタバースビジネスへの新たな参入、構築には多くのリスクが存在する。企業サイドとして、
ハードローまでいかずともソフトロー（ガイドライン等）があることは、事前にリスクを把握するこ
とができ環境整備を進めてもらう価値はある。

会員企業 Aガイドブック作成前
会員企業との対話

• 黎明期におけるメタバースに、先んじて規制やルールを定めると発展を阻害しうる。ルールメイ
クを行う場合は、禁止事項を定めるだけでなく、ここまでは許されるという譲歩した線引きを設け
るなどして、魅力的なサービスが生まれる環境を維持する必要がある。

会員企業 B

• VRに対しては酔いに弱い方と強い方がおり、弱い方は、一度体調を崩されると、二度とやりたく
ないと言われる方も多い。医学的に酔いを緩和する方法、例えば視点を遠くにするとか、コント
ロールの使い方（酔い止めを飲むでもいいと思います）などを指南してあげることは可能か。

• 13歳以下（ハードメーカーなどによって差異がある）というのももう少し背景を明確にすべき。て
んかんなどの危険性もありますが、VRの良いところは、現実とは乖離した経験が出来るところ
でもあり、ある意味トリップ気分を味わえるのも醍醐味。

• これらの指標など（自分はどの程度耐性があるか？）などをガイドできると我々事業者も安心し
てサービス展開ができるようになると考える。

会員企業 Cガイドブック（案）意見募
集時に寄せられた意見

• 「テキストチャット、ボイスチャットを利用するときは、あらかじめテキストや声の届く場所、距離な
どシステムの設定をしっかり確認してから利用すべき」等は初心者ならではの注意点として身を
守る為にも必要な事項だと感じた。

会員企業 D

• 意見があるにはあったが、本業から遠いメタバースを社内で理解している人は限られている。
• 上司に意見募集の説明して、意見を提出することを理解してもらう手間等を考えると、結局意見

は出さずに終わった。
• 事業者は何ができて何ができないのか、はっきり書いてもらいたい。

会員企業 E

• 自分自身メタバースをよくわかっておらず、（案）対して意見を言う知識もないので、ガイドブック
は綺麗にまとまっているなと思って見ていた。

会員企業 F

23
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Appendix

「民主的価値に基づく原則等の例」と「メタバース・リテラシー・ガイドブック」 の対比
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「民主的価値に基づく原則等の例」と「メタバース・リテラシー・ガイドブック」

民主的価値に基づく原則等の例

メタバース・リテラシー・ガイドブック

25
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独自内容

メタバース・リテラシー・ガイドブック
民主的価値に基づく原則

信頼性・利便性の向上を図る観点からの論点

事業者向けアドバイステーマ内容項目

・利用規約やガイドライン等で販売時におけるガ
イドラインに、ポリシーや販売時における禁止事
項等を具体的 に定め、利用開始前にユーザー
に対する明確な同意の実施。
・権利侵害が起きているコンテンツなどを、プラッ
トフォーム事業者の判断で販売停止や削除する
ことができる態勢の構築。
・年齢制限の付与、購入者の年齢確認、利用方
法の指定の徹底など、クリエイターに対する注意
喚起の実施。
・違法行為が行われないように留意した上での、
クリエイターの自由な創作活動を阻害しないよう
な環境整備の実施。

08. 経済

みんなで安心して経済活
動が行える空間にしよ
う！

・障がい者等の社会参画の手段としての有効性多様性

・ユーザはオプトイン、オプトアウトが可能かの明
示

透明性

・メタバースの構築に際しての 映り込み等への法
令遵守等による対処

個人情報保護

・メタバース内のアバター、コンテンツ等について他
ワールドでの相互運用性の確保等によるメタバース
全体の持続可能性の向上

相互運用性

26
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両者の共通点（1/2）

メタバース・リテラシー・ガイドブック民主的価値に基づく原則

ガイドブックに記載のない内容対応するテーマ内容項目

06. プライバシー
09. 健康

・行動履歴の適正な取り扱い（プライバシーの観
点を含む）を踏まえたメ タバースの運営
・子ども・未成年ユーザへの対応

自由とルールの適正
なバランス

06. プライバシー
07. クリエイティブ
03 .ハラスメント

・ユーザとアバターとの紐付けにおけるプライバ
シーの尊重
・アバターの肖像の尊重
・他のユーザやアバターに対する誹謗中傷及び名
誉毀損の抑制

個人の尊厳

01. トライ・メタバースへの公平な参加機会
・誰もが使えるユーザビリティの確保

参加機会の公平性

・障がい者の社会参画の手段としての有効性02. インクルージョン
04. カルチャー
10. チャレンジ

・物理空間の制約にとらわれない自己実現・自己
表現
・障がい者等の社会参画の手段としての有効性
・多様な発言等やユーザの主体性の確保（フィル
ターバブル、エコーチェ ンバーといった問題が起
きにくいメタバース）

多様性
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両者の共通点（2/2）

メタバース・リテラシー・ガイドブック信頼性・利便性の向上を図る観点からの論点

ガイドブックに記載のない内容対応するテーマ内容項目

・ユーザはオプトイン、オプトアウトが可能かの明
示

05. セキュリティ・ユーザからみて何がデータとして保存されている
か（期間、内容等）の 明示
・ユーザからみてプラットフォーマー等がどのデータ
を利用するのか （ユーザはオプトイン、オプトアウト
が可能か）の明示

透明性

・メタバースの構築に際しての映り込み等への法
令遵守等による対処

06. プライバシー
07. クリエイティブ

・メタバースの利用に際してのデータ取得、メタバー
スの構築に際しての 映り込み等への法令遵守等に
よる対処
・実在する人物の姿を利用したアバター（リアルアバ
ター）やユーザの個人情報の保護

個人情報保護

01. トライ
03. ハラスメント
04. カルチャー

・メタバースの特性の説明
・メタバースの利用に際してユーザへの攻撃的行為
や不正行為への対応 の説明
・ユーザ間トラブル防止や不利益を被ったユーザの
ための取組
・ユーザ等との対話を通じたフィードバックを踏まえ
た改善

説明責任

05. セキュリティ・メタバースのシステムのセキュリティ確保（外部か
らの不正アクセスへの対処等）

セキュリティ

・メタバース内のアバター、コンテンツ等について
他ワールドでの相互運 用性の確保等によるメタ
バース全体の持続可能性の向上

該当なし・メタバース内のアバター、コンテンツ等について他
ワールドでの相互運用性の確保等によるメタバース
全体の持続可能性の向上

相互運用性

10. チャレンジ
01. トライ
02. インクルージョン
04. カルチャー
05. セキュリティ

・ユーザ同士の協調によるコミュニティの維持・改善
・ユーザのメタバースに対する理解
・ユーザのICTリテラシー向上

リテラシー
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本資料に関するお問合せ先

一般社団法人日本デジタル空間経済連盟 事務局 リサーチ部長 森下友理子

リサーチ部 古山 隆章

リサーチ部 金子 柚那

〒106-6015 東京都港区六本木一丁目6番1号

Web: https://jdsef.or.jp

Mail: jimukyoku@jdsef.or.jp
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• メタバース・リテラシー・ガイドブックなど、本資料に関するお問合せ先は、以下の通りです。




